
株式会社東京メトロポリタンエリアネッ

トワーク（TMAN）は、2001年3月、株

式会社ビジネスポートシステムズ（BPS）、

東京通信ネットワーク株式会社（TTNet）

などの出資によって設立された。

TMANは 、 WDM（ Wavelength

Division Multiplexing：光波長分割多

重化装置）の商用通信機器としての実用

実験や、WDMを活用した商用アプリケ

ーション事例の分析・開発を行うことを

主な業務としている。超高速専用線サー

ビスの実用化を検討する企画会社で、ユ

ーザーに対して電気通信事業は提供しな

い。

40Gbpsという大容量・超高速の

光通信

WDMは、波長の異なる光は互いに干

渉しないという特性を利用して、1本の光

ファイバーの中に複数の波長の信号を多

重化して伝送する技術。従来の100分の

1程度の画期的価格で、NTTの計画する

10〜100Mbpsの400倍から4000倍にあ

たる、40Gbpsという大容量・超高速の

光通信が可能になる。このWDMの活用

により、基幹回線（バックボーン）での

利用が中心と考えられていた光ファイバ

ーが、リテール通信網としても経済的合

理性を持つようになる。

現在、国家プロジェクトとしてITを推

進している日本だが、通信ネットワー

ク・インフラ整備が他国に比べて遅れて

いるという現実がある。アメリカに対する

遅れは言うまでもなく、xDSLによる

1.5Mbps通信インフラの整備を進めてい

る韓国も先行しつつあり、他のアジア諸

国についても同様の状況が見られる。

光ファイバーネットワークの整備によ

り、10Mbpsの通信の普及を進めてはい

るが、通信インフラの大容量・超高速の

進むなかでは、本来の超高速ネットワー

クインフラと呼ぶにはほど遠い状況であ

る。

しかし、WDMを使えば、40Gbpsとい

う10Mbpsの4000倍という大容量・超高

速の光通信が可能になる。すでにオフィ

スや家庭のそばまで引かれている光ケーブ

ルを利用して、データ圧縮の必要もなく、

家電を利用するのと同じ簡便さで、マル

チメディアや情報などのインタラクティブ

な利用が可能になる。

TMANでは、こうした大容量・超高

速の光通信網で、近い将来どんな通信サ

ービスとして利用が可能になるかについて

実験・検証を行う。

SANにおけるWDM

BPSでは、ストレージ製品の販売やそ

れに関わるSI（システムインテグレーショ

ン）などを業務としているが、ストレージ

の急激な増加を解決することが期待され

ているSAN（Storage Area Network）

においても、WDMによって大容量・超

高速の光通信が可能になる。

光ファイバーネットワークでは、規格

上の最大伝送距離は10kmだが、特別な

手法で100kmに伸ばすことができる。す

なわち、100kmであれば、サーバーとス

トレージを離 れたところに置 いて、

40Gbpsでデータ交換をすることができる。

しかも、場合によっては手元にストレー

ジを置くよりもずっと安価になる。

これは、コンピュータにはそれぞれハー

ドディスクのようなストレージがあって、

それがインターネットでつながっていると

いう現在のネットワークシステムの根本を

変えることだ。

サーバーごと、パソコンごとに無数の同

じアプリケーションやデータが存在してい

る、ある意味で無駄の多い状況が解消さ

れ、ストレージのある場所に端末的なパ

ソコンからアクセスしてすべてをすませる

ような時代が来るのかもしれない。

WDMが東京を変える

東京は、半径50km圏内に多くの人口、

企業が集中している。すでに光ファイバ

ーネットワークもかなりの密度で敷設され

ている。これがWDMによる大容量・超

高速の光通信ネットワークで結ばれれば、

最大100kmまでという条件を満たしつつ、

理想的な次世代通信ネットワークを創り

出すことができる。

東京の人口集中が強力な援軍となっ

て、今は世界のトップレベルから遅れを

とっていると言われる通信インフラで巻き

返しをはかることができる。特に東京都

は、今後この分野を強力に推進していく

べきだろう。

もちろん、TMANができるのは、スト

レージに関わるものだけではない。TV局

の膨大なVTRをデジタル化してそれを光

ファイバーネットワークで家庭やオフィス

とつなげば、好きなときに好きな番組を

ハイビジョンなみの画像で見たり、テレビ

会議をするなど、さまざまな活用方法が

考えられる。しかも、既存のインターフ

ェイスをそのまま利用できる。その場合、

インターネットによる高度なルーティング

技術も不要だ。

このように、TMANの実験・検証は、

はかりしれない将来への可能性を持って

いると自負している。
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